
 

 

 

和歌山城公園動物園 

エミューの赤ちゃん期間限定公開について 
 

 ４月１８日、和歌山城公園動物園でエミューの赤ちゃんが誕生しました。 

アドベンチャーワールドから譲り受けた卵を、ふ卵器
ら ん き

で温めて見守って

いましたが、そのうちの１つがふ化したものです。かえったばかりの鳥の

ヒナは非常に脆弱なため、現在は動物園事務所内で大切に飼育しています。 

今だけしか見ることのできない小さくて可愛らしい姿を、期間限定で動

物園内にて公開しますので、ぜひこの機会に、大人のエミューとの違いな

どを見比べてみてください☆ 

 

 
 

〇限定公開の期間について 
  

期間：５月１８日（土）・１９日（日）・２５日（土）・２６日（日） 

計４日間 ※雨天中止 

時間：１３：１５～１４：００（４５分間） 

場所：ヤギ舎前（ニンジン販売スペース横） 

  

  動物の体調等により休止する場合があります。ご了承ください。 
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【エミューの生態について】 

 

ヒクイドリ目ヒクイドリ科エミュー属に分類される「飛べない鳥」の一種。オー

ストラリア大陸全域の草原や砂地などの拓けた土地に分布している。 

幼鳥の羽毛には縞模様があるが、成長すると縞が消える。成鳥はオス、メスいず

れも同様に全身の羽毛が灰褐色になるが、所々に色が剥げたり濃くなったりしてい

る箇所があり、泥で汚れているかのように見える。体高は約１．６ｍ～２．０ｍ程

度、体重は４０ｋｇ～６０ｋｇ程度に成長する。 

卵はアボカドのような深緑色で、平均的な大きさは１０ｃｍ程度、重さは約７０

０ｇ～９００ｇ。 

性格はヒトに対しては温厚であるが、犬などの動物に対しては警戒心が強い。

雷・金属音・子供の甲高い声などに驚いて走り回ることがある。鳴き声はオスとメ

スで違い、オスは「ヴゥー」と低い鳴き声を出し、メスは「ボン、ボボン」とドラ

ムのような鳴き声を出す。  

食性は雑食性で、主に昆虫、果実、種子、下草などを餌にする。産卵期は日照時

間の短くなる１１月から２月初旬の期間で、２日から３日の間隔で一度に１個ずつ

産卵する。 


